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改革改善
の考え方

①問題
点

今後、事業内容の拡充が想定されるため、システム改修費用、受給者証印刷のための消耗品費、郵送料、パート職員
の勤務時間増等が必要となる。

②改革
提案

必要な事業拡充のための経費を最低限に抑える。

事業内容・目
標達成状況
の振り返り

適正な事務の遂行により、目標を達成した。

総事業費①+② 8,394 8,895 8,917 8,747

20 20

臨時職員所要時間

一般財源 8,322 8,895 8,845 8,747

人件費計（千円）② 72 72

正規職員所要時間

起債

その他

県支出金

事業費計（千円）① 8,322 8,895 8,845 8,747

国庫支出金

事業コスト 25年度決算額 26年度予算額 26年度決算額 27年度予算額 特定財源内訳、補足

26
年
度
事
業
内
容

福祉医療費給付に関する庶務的事業
１　給付システムの維持・管理
　　㈱電算との契約による
２　受給者証の発行
３　支払通知の発行

１　（１）業務委託
　　（２）ソフト使用契約
２　（１）定期更新回数
　　（２）新規発行、再交付
３　支払通知発行回数

１（１）　　２件
　（２）　　１件
２（１）　　１回
　（２）　　随時
３　　　　１２回

事業内容 名称 活動指標

定性
目標

事
業
概
要

以下の福祉医療費給付事業に関する庶務的事業
　事業名
　　１　障害者医療費給付事業
　　２　子ども医療費給付事業
　　３　母子家庭等医療費給付事業
　　４　福祉医療費貸付金事業

成果
指標

福祉医療貸付認定証交付者／貸付条件該当の福祉医
療費貸付認定申請者　％

100 100 100 100

成果
指標

給付件数／受給者が必要とする給付対象医療の受療件
数　％

100 100 100 100

目
標

種別 指標名及び単位 26年度計画 26年度実績 27年度計画 28年度見込み 備考（指標変更など）

向上させたい上位施
策の成果指標

子どもを産みやすい社会環境であると感じている対象者
の割合

福祉医療費給付事業（障害者・子
ども・母子家庭等）の受給者証交付
者数

20225

意図（どういう状態
にするか）

福祉医療費給付事業対象者の早期適切な受療
目
的

対象（誰・何を）
福祉医療費給付事業対象者（障害者・子ども・母子家庭
等）

対
象
指
標

指標名及び単位 26年度数値

施策 37 子どもを産み育てやすい環境の充実
基本計画上
の位置づけ

政策 3 健やかに安心して暮らせるまちづくり

H27担当課等名 保健課 H27係等名 医療給付係 H26係等名 医療給付係

平成26年度事務事業実績評価表 政策№

開始 22 終了
事務事業名 医療費給付事業一般事務

会計 一般会計
13 65

事業種別 経常

3 施策№ 37 事業№


